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第３回県民モニターアンケート「がん対策について」の調査結果 
 

第３回県民モニターアンケート調査「がん対策について」の調査結果をとりまとめました。
アンケート結果は、今後のがんに関する施策立案に活用します。  

 
 
１ 調査概要 

(1) 調査テーマ：がん対策について 

(2) 調査対象者：県民モニター2,426 人 

(3) 調査期間：令和 4年 11 月 18 日（金） 

      ～11 月 28 日（月）[11 日間] 

(4) 調査方法：県ホームページ上のアンケート 

     フォームに入力 

(5) 回答者数：1,745 人（回答率 71.9％） 
 
 
 
 
３ 調査結果の概要 
 

項目 アンケート結果 

がんに対する印象 

 

Q1 あなたは、がんに

対してどのような印

象をお持ちですか。 

(１つ選択) 

 「命に関わる非常に恐ろしい病気である」の回答は年度が進むにつれて減少

している。一方で、「命に関わるとまでは思わないが、恐ろしい病気である」の

回答は増加しているため、『恐ろしい病気である』は 63.2%(H22)→62.0%(H25)

→64.2%（R4）とあまり変動が見られない。 

作成部局課室名 総務部広報広聴課 

 

 対象者 回答者 回答率 

総  数 2,426 1,745 71.9% 

性
別 

男 性 1,059 823 77.7% 

女 性 1,366 922 67.5% 

不 明 1 0 0.0% 

年
代
別 

10～20 代 104 50 48.1% 

30 代 254 142 55.9% 

40 代 445 285 64.0% 

50 代 537 385 71.7% 

60 代 518 430 83.0% 

70 代以上 568 453 79.8% 

52.4%

49.3%

47.8%

10.8%

12.7%

16.4%

33.3%

31.7%

30.4%

3.5%

6.3%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

H25

R4

命に関わる非常に恐ろしい病気である

命に関わるとまでは思わないが、恐ろしい病気である

早期に発見し適切に治療すれば治癒する病気なので、過度に恐れる必要はない

他の病気と同様で、がんのみを特別に意識することはない

64.2% 

62.0% 

63.2% 
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項目 アンケート結果 

がん検診等の経験

の有無 

 

Q2 過去に検診や検査

を受けたことがあり

ますか。 

(いくつでも選択可) 

 

＊「乳がん検診」「子

宮頸がん検診」は、

女性(922 人)を母数

とした割合。 

 「乳がん検診（55.3%）」は前回より 6.7 ポイント増加し、「子宮頸がん検診

（51.1%）」とともに回答した女性のうち過半数が受診していた。一方、27.7%

が検診等を受けていない。 

 

がん検診の受診機

会 

 

Q3 がん検診をどのよ

うな機会に受けまし

たか。 

(受診回数の多いもの

を 1つ選択) 

 

※ ［Q2］で､｢検診や検

査を受けた」と回答

した人 

1,261 人(72.3%)に質

問。 

 

 「市町が行うがん検診・特定健診」が最も多く、40.5%と前回より 4.3 ポイン

ト増加した。 

40.4%

36.2%

40.5%

40.8%

39.0%

36.9%

15.1%

19.7%

17.7%

3.7%

5.1%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

H25

R4

市町が行うがん検診・特定健診 職場でのがん検診

全額自費で個人的に検診を受けた その他

55.3%

51.1%

45.4%

44.2%

25.3%

24.9%

27.7%

48.6%

55.1%

44.5%

45.7%

21.2%

26.1%

27.9%

0% 20% 40% 60%

乳がん検診

子宮頸がん検診

大腸がん検診

胃がん検診

肝炎ウイルス検査

肺がん検診

受けていない

R4 H25

(＊) 

(＊) 
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項目 アンケート結果 

肝炎ウイルス検査

の受検機会 

 

Q4 肝炎ウィルス検査

をどのような機会に

受けましたか。 

(１つ選択) 

 

※ ［Q2］で､｢肝炎ウイ

ルス検査を受けた｣

と回答した人 

441 人 (25.3%)に質

問。 

 

 「市町が行う検診」は前回調査時より 14.4 ポイント増加し、42.3%と半数近

くになっている。「全額自費で個人的に検診を受けた」は 6.1 ポイント減少し、

6.9%にとどまっている。 

 

27.9%

42.3%

28.9%

27.4%

17.9%

17.7%

13.0%

6.9%

5.2%

2.5%

7.1%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H22

R4

市町が行う検診 職場での検診

医療機関での検査 全額自費で個人的に検診を受けた

献血時の検査 その他
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項目 アンケート結果 

検診を受けない理

由 

 

Q5 検診を受けない理

由は何ですか。 

(いくつでも選択可) 

 

※ ［Q2］で､｢検診や検

査を受けていない｣

と回答した人 

484 人 (27.7%)に質

問。 

 

 「心配なときは医療機関を受診するから」が 42.1%と最も多く、前回から 13.2

ポイント増加している。前回、最も回答が多かった「費用がかかるから」は 28.2%

と前回から 8.4 ポイント減少している。次いで「時間がとれないから（18.2%）」、

「面倒だから（18.2%）」と続いた。 

42.1%

28.2%

18.2%

18.2%

16.9%

12.2%

10.2%

9.8%

9.5%

7.5%

6.9%

11.8%

28.9%

36.6%

16.5%

16.2%

11.6%

8.5%

12.6%

17.5%

12.4%

5.7%

6.2%

13.7%

32.5%

32.8%

17.4%

18.2%

18.2%

9.1%

12.1%

14.6%

10.5%

8.5%

18.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

心配なときは医療機関

を受診するから

費用がかかるから

時間がとれないから

面倒だから

医療機関に

かかっているから

定期的に受ける

必要を感じないから

結果が怖いから

まだそういう年齢

ではないから

どこで受診できるのか

知らなかったから

休日夜間に

受けられないから

健康状態に

自信があるから

その他

R4 H25 H22
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項目 アンケート結果 

がんに関する情報

の入手先 

 

Q6 あなたは、がんに関

して、検診やがん治療

法、がん診療を行って

いる病院について、ど

こで情報を入手しよう

と思いますか。 

(いくつでも選択可) 

 「病院・診療所の医師・看護師」が 61.7%と最も多く、前回から 10.5 ポイン

ト増加している。次いで前回から 12.8 ポイント増加の「県や市町のウェブサイ

ト（32.7%）」、1.3 ポイント減少の「家族・友人・知人（32.2%）」と続いた。 

がん医療における

緩和ケア 

 

Q7 がん医療における

緩和ケアとは、がんに

伴う体と心の痛みを

和らげることですが、

あなたは、がんに対す

る緩和ケアはいつか

ら実施されるべきも

のと思っていますか。 

(１つ選択) 

 

 「がんと診断されたときから」が 40.1%と最も多かった。「がんの治療が始ま

ったときから（25.6%）」と「がんが治る見込みがなくなったときから（25.7%）」

は同程度であった。 

がんと診断された

ときから 40.1%

がんの治療が始まった

ときから 25.6%

がんが治る見込みが

なくなったときから

25.7%

わからない 6.7%
その他 1.9%

61.7%

32.7%

32.2%

25.4%

23.1%

12.4%

11.4%

1.5%

5.8%

7.2%

51.2%

19.9%

33.5%

21.7%

26.3%

14.2%

13.9%

1.0%

2.5%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

病院･診療所の医師･看護師

県や市町のウェブサイト

家族･友人･知人

がん相談支援センター

新聞･雑誌･書籍

テレビ･ラジオ

保健所･保健センターの窓口

情報を入手しようとは思わない

わからない

その他

R4 H25
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項目 アンケート結果 

がん罹患時等の就

労環境 

 

Q8 現在の日本の社会

では、がんの治療や検

査のために２週間に

一回程度病院に通う

必要がある場合、働き

つづけられる環境だ

と思いますか。 

(１つ選択) 

 『思わない（「そう思わない」＋「どちらかといえばそう思わない」）』は 54.8%

と『思う（「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」）』の 32.4%を 22.4 ポ

イント上回っているものの、前回調査時と比較すると『思わない』は 4.1 ポイ

ント減少している。 

がん罹患時等の就

労継続困難理由 

 

Q9 がんの治療や検査

のために２週間に一

回程度病院に通う必

要がある場合、働きつ

づけることを難しく

させている最も大き

な理由は何だと思い

ますか。 

(１つ選択) 

 「代わりに仕事をする人がいない、またはいても頼みにくいから（27.5%）」

が最も多く、次いで「職場が休むことを許してくれるかどうかわからないから

（17.7%）」、「がんの治療・検査と仕事の両立が体力的に困難だから（14.7%）」

と続いた。 

代わりに仕事をする

人がいない、または

いても頼みにくいから

27.5%

職場が休むことを許してく

れるかどうかわからない

から 17.7%

がんの治療・検査と仕事の両立

が体力的に困難だから 14.7%

休むと収入が減って

しまうから 11.9%

がんの治療・検査と仕事の両立

が精神的に困難だから 9.9%

休むと職場での評価

が下がるから 4.6%

特にない 4.1%

わからない 6.5%
その他 3.1%

32.4% 

32.2% 

54.8% 

7.1%

7.9%

25.1%

24.5%

34.4%

33.0%

24.5%

21.8%

9.0%

12.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H25

R4

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない

58.9% 
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項目 アンケート結果 

県のがん対策 

 

Q10 あなたは、がん対

策について、県として

どういったことに力

を入れてほしいと思

いますか。 

(いくつでも選択可) 

 上位 3 項目は前回調査時と同様に「がんの早期発見（69.0%）」、「がん医療に

関わる医療機関の整備（48.1%）」、「がんによって就労が困難になった際の相談・

支援体制の整備（43.6%）」であった。 

※ 報告書中の数字は、四捨五入による端数を調整していないため、内訳と計は必ずしも一致しない。 

【 問い合わせ先 】総務部広報広聴課 (TEL078-362-3022)  

69.0%

48.1%

43.6%

39.8%

38.8%

35.5%

34.3%

26.4%

21.2%

18.9%

11.4%

11.0%

9.6%

1.3%

4.9%

70.1%

55.4%

45.0%

34.5%

34.3%

38.8%

42.0%

28.9%

18.3%

16.7%

12.2%

1.6%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

がんの早期発見

がん医療に関わる

医療機関の整備

がんによって就労が困難になった

際の相談・支援体制の整備

がんに関する相談やその支援

緩和ケアの推進

がんに関する情報の提供

がんの予防

がんに関する専門的

医療従事者の育成

がんに関する研究

小児がん、AYA世代への支援

子どもに対する

がんに関する教育

がん登録

がん患者のアピアランス

ケアへの支援

特にない

その他

R4 H25


